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研究の対象者 当院で膝窩部坐骨神経ブロックを受けた患者

研究の意義・目的

下肢手術の周術期神経障害の原因は様々であり、早期の発見と適切な
対応が重要である。膝窩部坐骨神経ブロックは、膝や足関節の手術麻酔
や術後鎮痛目的で使用される。末梢神経ブロックを原因とする神経障害
は非常に稀(0.027%)とされる(1)。神経ブロック後の遷延する運動麻痺は
神経障害との鑑別を要する。しかしながら膝窩部坐骨神経ブロックの効
果を遷延させる因子や原因はよく検討されているとはいえない。そのため
当院での坐骨神経ブロック症例の運動麻痺を遷延させる要素に関して後
方視的に検討する。

研究の方法 後方視的検討

研究に用いる資
料・情報の種類

麻酔記録、看護記録から得た痛みのスコアや運動麻痺の時間等

個人情報の取扱い
利用する情報から氏名や住所等の患者様を直接特定できる個人情報は
削除いたします。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、
その際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。

問合せ先

〒９７４－０００６
今治市石井町４丁目５番５号
愛媛県立今治病院　麻酔科　中西　和雄
電話：０８９８－３２－７１１１（代表）

　当院では、下記の臨床研究を実施しております。
　本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報を研究目的に利用されることを希望
されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。

臨床研究の情報公開


